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「

日
光
御
成
道
・
川
口
宿
・

鳩
ヶ

谷
宿
・
夏
の
陣」
が
６

月
30
日
～
７
月
１
日
、
地
蔵

院
・
鳩
ヶ

谷
駅
・
錫
杖
寺
会

場
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
繰

り
広
げ
た
。

鳩
ケ
谷
宿
で
は
、
初
日
メ

イ
ン
会
場
の
地
蔵
院
で
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
新
藤
義
孝
衆
議
院

議
員
、
奥
ノ
木
信
夫
川
口
市

長
始
め
、
県
議
や
市
議
、
大

勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ

っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
工
藤
慎

日光御成道　川口宿　鳩ケ谷宿　夏の陣

地蔵院鳩ケ谷駅錫杖寺 会場で盛大に開催

奥ノ木信夫川口市長の挨拶　左は関係者、右は来賓の皆さん

太
郎
等
の
歌
や
バ
ン
ド
・
ダ

ン
ス
等
が
披
露
さ
れ
た
。

地
蔵
院
参
道
は
、
朝
顔
・

ほ
お
ず
き
市
、
数
々
の
露
店

が
並
ん
だ
。
ち
び
っ

こ
広
場

も
大
賑
わ
い
。
参
加
者
は
、

日
光
御
成
道
を
散
策
し
な
が

ら
、
歴
史
を
感
じ
て
い
た
。

鳩
ケ
谷
駅
会
場
で
は
、
１

日
の
11
時
か
ら
、
オ
ペ
ラ
歌

手
の
金
刺
美
穂
さ
ん
と
大
人

の
乙
女
の
コ
ー
ラ
ス
隊
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

隊
員
の
杉
本
か
よ
市
議
が

コ
ー
ラ
ス
隊
の
紹
介
を
行
い
、

金

刺

さ

ん

が

ソ

プ

ラ

ノ
＆
指
揮
を
、
サ
ク
ソ

フ
ォ

ン
＆
ピ
ア
ノ
を
河

原
久
美
子
さ
ん
で
、
曲

目
解
説
を
入
れ
な
が
ら
、

ハ

レ

ル

ヤ

・
ふ

る

さ

と
・
歓
喜
の
歌
・
金
刺

さ
ん
と
河
原
さ
ん
で
ア

メ
ー
ジ
ン
グ
グ
レ
ー
ス
、

さ
ら
に
コ
ー
ラ
ス
隊
と

会
場
一
帯
と
な
っ

て
花

は
咲
く
を
合
唱
し
た
。

写
真
下
は
、
左
か
ら

奥
ノ
木
市
長
、
板
橋
智

之
県
議
。

乙女のコーラス隊の皆さん　指揮は金刺さん

新藤衆議院議員を励ます会パーティー

「しんどう義孝東京フォーラム２０１８」

衆
議
院
議
員
新
藤
義
孝
さ
ん

の「

東
京
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
１

８」

が
６
月

14
日
、
赤
坂
の

ホ
テ
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。発

起
人
代
表
の
竹
下
亘
総
務

会
長(

写
真
右）

、
森
善
朗
元
総

理
・
茂
木
敏
充
経
済
再
生
担
当

大
臣
、
岸
田
文
雄
政
調
会
長
、

小
野
寺
五
典
防
衛
大
臣
、
金
美

齢
評
論
家
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト

の
櫻
井
よ
し
こ
さ
ん
、
加
藤
勝

信
厚
労
大
臣
、
野
田
聖
子
総
務

大
臣
、
森
山
裕
自
民
国
会
対
策

委
員
長
、
鈴
木
俊
一
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
大
臣
、
吉
野
正
芳
復
興
大

臣
等
大
勢
の
国
会
議
員
等
、
奥

ノ
木
信
夫
川
口
市
長
、
児
玉
洋

介
川
口
商
工
会
議
所
会
頭
、
自

民
・
公
明
の
県
議
・
市
議
団

等
。新

郷
か
ら
は
、
押
田
恒
雄
支

会
長
、
板
橋
智
之
県
議
、
前
原

博
孝
市
議
、
飯
塚
孝
行
市
議
等

と
、
支
持
者
が
出
席
し
盛
会
を

祝
っ

た
。

竹
下
発
起
人
代
表
は「

日

本
の
根
幹
を
支
え
る
大
切
な

人
、
将
来
の
国
を
背
負
っ

て
行

く
人」

と
評
し
た
。

多
く
の
来
賓
か
ら
祝
辞
を

頂
き
、
地
元
川
口
市
か
ら
は
、

奥
ノ
木
市
長
、
児
玉
会
頭
が
挨

拶
を
述
べ
た
。

新
藤
さ
ん
は「

大
勢
の
方

の
ご
参
加
に
感
謝
申
し
ま
す
。

頂
い
た
激
励
と
温
情
を
心
に
刻

み
、
地
域
の
為
、
国
の
為
、
自

分
に
与
え
ら
れ
た
役
割
を
徹
底

的
に
果
た
し
て
い
く
所
存
で

す
。
引
き
続
き
ご
支
援
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
謝
辞
。

平成研究会 竹下亘会長の挨拶　新藤さん一家
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
30
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会

東
本
郷
南
町
会

町
会
応
援
団
結
成

東
本
郷
南
町
会（

町
会
長＝

山
﨑

一
夫
さ
ん）

は
、
７
月
１
日
、
同
会

館
で「

南
町
会
応
援
団」

の
組
織
を

立
ち
上
げ
た
。

高
齢
化
に
伴
い
、
役
員
が
回
っ
て

く
る
と
町
会
を
抜
け
る
世
帯
の
対
策

や
、
役
員
改
選
時
の
新
役
員
指
導
、

役
員
に
女
性
が
多
い
な
ど
か
ら
、
町

会
OB
か
ら
応
援
団
を
募
り
、
ま
た
、

す
で
に
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る
町
会

員
に
も
、
行
事
の
折
ご
と
に
、
最
後

の
慰
労
会
ま
で
共
に
行
動
し
、
協
力

し
て
も
ら
う
と
い
う
組
織
。

第
１
回
の
顔
合
わ
せ
で
、
会
長

は
、
前
町
会
長
の
渡
辺
秀
夫
さ
ん
が

就
任
さ
れ
た
。
早
速
盆
踊
り
に
向
け

協
力
を
図
っ
た
。

渡
辺
会
長
は「

世
帯
数
は
410

軒
、
加
入
率
は
80
％
で
ま
あ
ま
あ
、

大
き
な
行
事
の
中
で
、
高
齢
者
や
女

性
が
多
い
役
員
を
、
支
え
て
い
く
人

と
な
っ
て
ほ
し
い」

と
。

武
南
警
察
署（

署
長＝

齋
藤
正
士
さ
ん）

は
、
６
月
14
日
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
川
口
東
本
郷
店
オ
ー
ナ
ー
の
長
島
弘
司
さ
ん
と
、
青
柳
貴
大

さ
ん
、
鳩
ケ
谷
本
町
郵
便
局
長
の
山
田
健
さ
ん
に
、
特
殊
詐
欺
被
害
の

未
然
防
止
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
と
感
謝
状
が
、
齋
藤
署
長
よ
り
贈

ら
れ
た
。

「

高
齢
者
で
あ
り
、
過
去
の
経
験
に
よ
り
、
詐
欺
の
被
害
者
ら
し
い

と
判
断
し
た」

と
青
柳
さ
ん
。

齋
藤
署
長
は「

大
変
な
業
務
の
中
、
配
慮
し
て
い
た
だ
き
未
然
に
防

い
だ
こ
と
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
訓
練
の
賜
物
、
感
謝
し
ま
す」

と
。

「

拉
致
さ
れ
て
40
年
！
田

口
八
重
子
さ
ん
写
真
展」

が

キ
ュ

ポ
・
ラ
の
中
央
図
書
館

で
行
わ
れ
た
。

写
真
展
は
、
川
口
市
と
拉

致
問
題
を
考
え
る
川
口
の
会

（

代
表＝

前
原
博
孝
さ
ん）

が

主
催
し
、
す
べ
て
の
拉
致
被

害
者
の
救
出
を
願
っ

て
署
名

も
集
め
た
。

同
会
は
平
成
16
年
に
立
ち

上
げ
て
か
ら
、
写
真
展
・
駅

頭
・
た
た
ら
祭
り
・
バ
ン
バ

写真左から、長島さん、青柳さん、山田健さん、斎藤署長。

ン
祭
等
で
の
署
名

活
動
で
、
32
万
筆

を
超
え
た
。

会
場
に
は
、
田

口
さ
ん
の
子
ど
も

時
代
の
写
真
や
、
少

女
時
代
の
笑
顔
の

写
真
、
２
人
の
我

が
子
と
写
っ

た
も

の
等
約
30
点
以
上

が
展
示
さ
れ
た
。

前
原
代
表
は「

ト
ラ
ン
プ
大

統
領
頼
み
で
は
な
く
、
自
国
民

の
生
命
・
財
産
は
自
国
民
が
守

る
こ
と
。
１
人
１
人
の
署
名
が

被
害
者
ご
家
族
の
支
え
に
な
り

ま
す
。
一
日
も
早
く
帰
国
実
現

に
向
け
て」

と
。

写
真
前
原
代
表
。

田
口
八
重
子
さ
ん
写
真
展

セ
ブ
ン
東
本
郷
店
に
感
謝
状

7月1日、峯ヶ岡八幡神社（代表＝宮本洋平神職）は夏越大祓（なごしおおはらい）の神事「茅の輪くぐ

り」を行った。

参拝者は、「心が洗われる思いでした」「災いが無いように祈りながらくぐりました」等と話していた。

写真左から宮本京子さん、参拝者、板橋智之県議、参拝者、宮本洋平さん。

峯
八
幡
神
社
で

夏
越
の
大
祓

武南病院七夕会
7月6日、武南病院（委員長＝長汐俊治さん）は、恒例の七夕会を行った。
新郷フラダンスクラブが「トゥ・ユー・スイートハート・アロハ」他5曲を披露した。次い
で、保育室の子ども達も出演し、会場をわかせた。
勝田明子看護部長が「無理をせず御身を労わってください」と、終わりの言葉を述べた。

新
郷
地
区
七
夕
ま
つ
り
が
７
月
７
日
、
新
郷
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
。
開
会
式
に
は
地
元
議
員
や
町
会

長
、
学
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
大
勢
が
出
席
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

等
が
行
わ
れ
た
。（

写
真
上）

模
擬
店
で
は
、
焼
き
そ
ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・

み
そ
お
で
ん
・
か
き
氷
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
販
売
さ

れ
た
。

写
真
左
か
ら
新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員
菊
地
博
秘
書
、

幡
野
茂
副
議
長
、
前
原
博
孝
市
議
、
板
橋
智
之
県
議
、

飯
塚
孝
行
市
議
。

七
夕
ま
つ
り
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行
け
る
は
ず
　
ま
だ
渡
れ
る
は
　
も
う
危
険

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

今
月
は
、
抗
生
物
質
に
つ

い
て
で
す
。
風
邪
を
引
い
た

り
、
サ
ッ

カ
ー
観
戦
な
ど
で

体
に
無
理
な
事
を
す
る
と
、
免

疫
力
が
衰
え
て
、
細
菌
の
数

が
増
え
ま
す
。
又
、
歯
を
抜

い
た
り
、
怪
我
を
し
た
り
す

る
と
、
外
か
ら
も
細
菌
が
入

っ

て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
増
え

た
り
、
侵
入
し
て
き
た
り
す

る
細
菌
は
、
放
っ

て
お
く
と

身
体
に
悪
さ
を
す
る
の
で
、
抗

生
剤
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
普
段
は
人
の
体

の
中
、
特
に
お
口
の
中
や
腸

の
中
に
は
２
０
０
種
類
、
数

で
は
１
０
０
兆
個
も
の
細
菌

が
い
て
、
人
と
仲
良
く
助
け

合
い
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て

人
の
健
康
を
助
け
て
い
ま
す
。

細
菌
は「

善
玉
菌」「

悪
玉

菌」「

日
和
見(

ひ
よ
り
み)

菌」

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人

に
と
っ

て
悪
玉
菌
が
い
な
く

な
れ
ば
良
い
と
い
う
訳
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ち
ゃ

ん

と
し
た
役
割
が
あ
っ

て
、
３

種
類
が
免
疫
力
と
う
ま
く
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
で
、
人

に
役
立
つ
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。つ

ま
り
３
つ
の
勢
力
は
、
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
具
体

的
に
は
、
腸
の
分
解
、
消
化
、

吸
収
を
助
け
、
さ
ら
に
免
疫

力
を
高
め
る
と
い
う
働
き
を

し
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
昨
今
、
抗
生
剤
の

飲
み
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
と
、
厚
労
省
が
お
ふ
れ
を

出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
細

菌
は
人
に
と
っ

て
欠
か
せ
な

い
、
大
事
な
生
き
物
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
抗
生
剤

の
飲
み
過
ぎ
で
、
有
用
な
細

菌
ま
で
殺
し
て
し
ま
っ
て
、
却

っ

て
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う

か
ら
で
す
。

腸
内
の
細
菌
バ
ラ
ン
ス
が

く
ず
れ
る
と
、
下
痢
を
し
た

り
、
健
康
な
排
便
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
全
身
の

免
疫
力
が
低
下
し
、
色
々
な

病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
　
一
二

６
月
13
日
、
板
橋
智
之
後
援
会
女
性
を
対
象
と
し
た
日
帰
り
旅
行
を
開
催

し
ま
し
た
。
各
地
区
の
後
援
会
に
呼
び
か
け
バ
ス
４
台
で
、
午
前
中
は
、
あ

じ
さ
い
花
菖
蒲
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
小
田
原
城
址
公
園
で
す
。
例
年
よ
り

10
日
ほ
ど
花
菖
蒲
が
早
く
開
花
さ
れ
た
そ
う
で
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
た
も
の
の
、

あ
じ
さ
い
は
見
ご
ろ
で
、
淡
い
水
色
、
青
、
ピ
ン
ク
、
薄
紫
と
多
く
の
あ
じ

さ
い
が
咲
き
誇
り
訪
れ
た
我
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
季
節
の
風
物

詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
花
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
湯
本
の
ホ
テ
ル
で
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ（

食
べ
放
題
バ
イ
キ
ン

グ）

で
お
腹
を
満
た
し
、
午
後
は
江
の
島
へ
向
か
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
は
、
潮
風
を
感
じ
な
ら
が
テ
ラ
ス
で
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
足
湯

に
つ
か
っ
た
り
、
島
を
一
周
す
る
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
で
お
過
ご
し

頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
砂
浜
で
は
、
幾
つ
か
の
海
の
家
が
施
工
中
で
夏
の
準
備
が
は
じ
ま

っ
て
い
る
季
節
感
も
味
わ
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
幸
い
恵
ま
れ
て
、
ご
参
加
さ
れ
た
皆
様
と
と
て
も
楽
し
く
有
意
義
な
１
日

を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
・
写
真
　
板
橋
　
智
之
県
議
会
議
員
提
供

後
援
会
女
性
部
日
帰
り
旅
行

長野県人会暑気払い
7月1日、長野県人川口新郷会（会長＝西澤聖人さん）は赤井町会会館で、恒例の暑気払いを開催した。
いつもながらの楽しいおしゃべり・ビンゴゲーム・カラオケ等で楽しんだ。

6月10日、板橋後援会事務所に於いて、板橋智之県議を囲んでバーベキュー大会を行った。
写真前列左から，小堀編集長、板橋県議婦人、小助川武さん、及川紀夫さん、板橋県議、照山悦子さん、
後列左から、後藤忠さん、佐藤みゆきさん、市川博さん、細目博さん、佐伯清二さん、尾花誠さん、飯塚孝
行市議、佐藤正朋さん。撮影時に不在の方、市川璋良さん、栗原美保さんと永守くん、佐久間仁さん。

板
橋
県
議
を
囲
み
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会



平成３０年６月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 武南警察署管内

人身事故 11,714 件（-1,165）     ４０２件（+５）

死者数   89 名（+7）         ３名（+１）

負傷者 １4,142 名（-1,623）     ４５３名（-１０）

物損事故69,586 件（+1,688）  ２,０８９件（+１００）

平Ȇ30 年630܆ 日 交通事Ԇ日ࠅ（カッコは前年対比）

２０１８年（平Ȇ３０年）７１８܆日（水曜日）　（４）第２７７号 新　 郷　 新　 聞

学
校
の
プ
ー
ル
で
塩
素
を
入
れ
す
ぎ

る
と
目
が
、
真
っ
赤
に
充
血
す
る
子
ど

も
た
ち
が
出
る
の
で
、
残
留
塩
素
濃
度

を
１
PPM
以
下
に
保
っ
て
下
さ
い
と
話
し

て
い
ま
す
。

こ
の
前
ま
で
は
、
目
が
赤
く

な
る
現
象
は
、
プ
ー
ル
水
を

消
毒
す
る
た
め
の
残
留
塩
素

の
刺
激
で
目
が
赤
く
な
る
も
の
と
理
解

し
て
い
ま
し
た
。

実
際
の
原
因
は
、
プ
ー
ル
の
中
で
コ

ッ
ソ
リ
放
た
れ
る「

お
し
っ
こ」

な
の

だ
そ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ「

ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
財
団（

NSPF）」

で
は
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　

塩
素
が
、
人
間
の
尿
、
汗
に
含
ま
れ

る
窒
素
を
含
む
物
質
と
結
合
す
る
と
、

人
間
の
目
、
皮
膚.

呼
吸
器
を
刺
激
す

る
化
合
物
が
生
じ
て
し
ま
う
。

こ
の
化
合
物（

ト
リ
ク
ロ
ラ
ミ
ン）

が
、
人
間
の
目
を
赤
く
す
る
犯
人
だ
っ

た
と
言
う
わ
け
で
す
。
人
に
よ
っ

て

は
、
鼻
水
や
、
咳
が
止
ま
ら
な
く
な
る

プ
ー
ル
で
の
目
の
充
血

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（250）

今
月
の
新
郷
句
楽
部

父
の
日
や
夢
に
て
候
父
か
え
る

峯
　
　

山
田
案
山
子

夏
浅
し
船
頭
の
歌
水
面
ゆ
く

大
竹
　

井
上
靖
子

薔
薇
切
っ

て
貰
い
し
ひ
と
日
足
軽
し
　
本
蓮

太
田
垣
登
志
乃

百
花
繚
乱
バ
ラ
園
に
雨
兆
す

芝
富
士
　
神
作
恵
子

六
月
の
花
嫁
父
の
手
を
離
れ

東
本
郷
　
豊
後
照
子

一
滴
の
白
磁
に
響
く
新
茶
か
な

榛
松
　
　
相
沢
雅
乃

ą
܆
号
の
P4
の
金
澤
Ȇ
り
子
さ

ん
を
Ȇ
子
さ
ん
に
訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
ð

本
誌
カ
ラ
ñ
̅
ȅ
に
な
っ
て
４

ヶ
܆
号
に
な
り
ま
す
ð

ど
こ
に
行
っ
て
も
お
会
い
す
る

方
々
に
カ
ラ
ñ
̅
ȅ
の
話
題
で
す
ð

ą
真
撮
影
で
カ
ラ
ñ
だ
か
ら
と
ï

服
を
ࠉ
を
気
に
さ
れ
ま
す
ð

少
し
ず
つ
で
す
が
ą
の
も
カ
ラ

ñ
に
し
て
下
さ
い
と
お
ࠉ
い
さ
れ

ま
す
ï
あ
り
が
た
い
で
す
ð

次
号
は
８
܆
15
日（

水）

発
行

で
す
ð

あ
と
が
き

「

シ
ャ

ン
シ
ャ

ン」

ウ
オ
ッ

チ
ャ

�

金
刺
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

６
月
10
日
、
草
加
市
文
化

会
館
で
、
オ
ペ
ラ
歌
手
ソ
プ

ラ
ノ
の
金
刺
美
穂
さ
ん
は
、
草

加
市
演
奏
家
協
会
主
催
に
よ

る
、「

テ
ィ

ー
タ
イ
ム
コ
ン
サ

ー
ト
～
華
麗
な
る
ハ
ー
モ
ニ

ー
～」

に
出
演
し
た
。

モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
／
ア
イ

ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム

ジ
ー
ク
、
魔
笛
。
ビ
ゼ
ー
／

カ
ル
メ
ン
メ
ド
レ
ー
他
を
熱

唱
し
た
。

バ
リ
ト
ン
岡
戸
淳
さ
ん
、
サ

ク
ソ
フ
ォ

ン
横
山
美
優
さ
ん
、

ピ
ア
ノ
石
井
み
予
乃
さ
ん
・

北
村
香
緒
里
さ
ん
が
共
演
し

た
。

去
年
６
月
12
日
、
上
野
動

物
園
に
待
望
の
ジ
ャ

イ
ア
ン

ト
パ
ン
ダ
の
赤
ち
ゃ

ん「

シ

ャ

ン
シ
ャ

ン」

が
生
ま
れ
ま

し
た
。

早
く
会
い
た
か
っ

た
の
で

す
が
、
観
覧
抽
選
は
す
べ
て

外
れ
、
や
っ

と
会
え
た
の
は

一
般
公
開
の
今
年
の
２
月
で

し
た
。

す
で
に「

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン」

は
８
ヶ

月
に
成
長
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
お
母
さ
ん
の

「

シ
ン
シ
ン」

に
比
べ
る
と
ま

だ
ま
だ
小
さ
く
、
毛
並
み
は

ピ
ン
ク
色
の
ホ
ワ
ホ
ワ
で
、
と

て
も
可
愛
か
っ
た
で
す
。

寝
て
い
る
時
間
が
長
く
２

分
程
度
の
観
覧
で
は
、
起
き

て
い
る
姿
に
は
、
な
か
な
か

遭
遇
出
来
ず
、
毎
回
物
足
り

ず
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思

い
で
、
パ
ン
ダ
舎

を
後
に
し
ま
し

た
。そ

の
た
め
ペ

ッ

ト
サ
ロ
ン
パ
レ

オ
の
定
休

日
に

は
、
毎
週「

シ
ャ

ン
シ
ャ

ン」

に
会

い
に
行
っ

て
い
ま

す
。６

月
で「

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン」

は
１
才
に
な
り
ま
し
た
。

ピ
ン
ク
の
毛
色
は
薄
く
な

り
体
重
も
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
近

く
な
り
ま
し
た
。

離
乳
も
少
し
ず
つ
始
ま
り
、

リ
ン
ゴ
が
好
き
な
よ
う
で
、
良

く
食
べ
て
い
る
そ
う
で
す
。

お
誕
生
日
に
飼
育
員
さ
ん

に
、
消
防
用
の
ホ
ー
ス
で
ハ

ン
モ
ッ

ク
を
作
っ

て
も
ら
い

ま
し
た
。
お
気
に
入
り
の
場

所
の
よ
う
で
す
。

２
年
で
中
国
に
帰
っ
て
し

ま
う
と
い
う
話
し
も
あ
り
、
と

て
も
淋
し
い
で
す
が
、
上
野

に
い
る
限
り「

シ
ャ

ン
シ
ャ

ン」

の
成
長
を
し
っ

か
り
見

守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ペ

ッ
ト
サ
ロ
ン
　
パ
レ
オ

ト
リ
マ
ー
北
岸
み
さ
お

投稿

こ
と
さ
え
あ
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
多
く
の
人
が
塩
素
臭
と
表

現
し
て
い
る
独
特
の
臭
い
も
、
実
は
、

塩
素
そ
の
も
の
の
臭
い
で
は
な
く
、
こ

の
化
合
物
の
に
お
い
だ
っ
た
の
で
す
。
　

み
な
さ
ん
、
プ
ー
ル
に
入
る
と
体
温

が
変
わ
り
、
血
管
が
収
縮
し
て「

お
し

っ
こ」

を
し
た
く
な
る
の
は
自
然
の
出

来
事
の
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
プ
ー

ル
に
入
る
前
に
は
、
ト
イ
レ
に
行
っ
て

用
事
を
済
ま
せ
て，

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

て
汗
を
流
し
て
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
下

さ
い
。

保
険
薬
剤
師

中
山

久
仁
夫

６
月
１
日
に
、
日
本
共
産

党
新
郷
後
援
会
で
昨
年
に
続

き
２
度
目
の
、
バ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
銚
子
・
潮
来
方
面

で
し
た
。

犬
吠
埼
近
く
の「

願
い
が

か
な
う
観
音
様」

満
願
寺
の

住
職
は
霊
場
め
ぐ
り
の
本
を

何
冊
も
著
し
て
い
る
方
で
川

口
の
出
身
だ
そ
う
で
す
。

銚
子
港
で
は
お
昼
に
お
い

し
い
お
刺
身
を
頂
き
ま
し
た
。　
　

銚
子
は
醤
油
醸
造
で
有
名

で
、
ヤ
マ
サ
工
場
を
見
学
し

潮
来
の
愛
友
酒
造
も
見
学
し
、

樽
酒
を
試
飲
し
ま
し
た
。

潮
来
あ
や
め
園
は
満
開
で
、

今
年
は
花
が
早
い
の
だ
そ
う

で
す
。
日
に
よ
っ

て
は
本
物

の
嫁
入
り
舟
が
見
ら
れ
る
そ

う
で
す
が
こ
の
日
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

よ
く
晴
れ
て
１
日
存
分
に

楽
し
み
ま
し
た
。

文
・
写
真
後
援
会
提
供

新
郷
後
援
会
バ
ス
ツ
ア
ー

７
月
３
日
、
市
公
園
緑
地

公
社
は
、
新
郷
東
部
公
園
に

四
季
の
彩
り
を
と
、
園
内
に

順
次
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
を
植
栽
し
、

秋
の
彩
の
演
出
を
試
み
る
こ

と
と
し
た
。

公
園
に
隣
接
す
る
新
郷
東

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
、
自

然
環
境
へ
の
関
心
を
高
め
、
地

域
と
子
ど
も
達
と
の
つ
な
が

り
を
促
進
し
た
い
と
依
頼
。

４
年
生
全
員
の
総
合
学
習

授
業
の
一
環
と
し
て
、
植
え

込
み
作
業
や
目
印
プ
レ
ー
ト

の
設
置
に
協
力
し
た
。

同
公
社
の
吉
川
潤
一
専
務

理
事
の
挨
拶
、
吉
野
恵
三
担

当
長
の
説
明
を
聞
い
て
、
１

人
12
個
の
球
根
を
植
え
こ
ん

だ.

。児
童
は「

植
え
る
の
は
簡

単
だ
っ

た
が
土
を
掘
る
の
が

大
変
だ
っ

た」「

勉
強
す
る
よ

り
楽
し
か
っ

た」

等
感
想
を

語
っ
た
。

地
域
の
子
ど
も
達
に
、
外

遊
び
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体「

川
口
市

プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
協
議
会」

が

新
郷
東
部
公
園
で
今
年
度
か

ら
開
催
さ
れ
た
。

プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
子

ど
も
達
の
遊
び
の
自
主
性
、
自

発
性
に
好
奇
心
や
冒
険
心
を

刺
激
さ
せ
て
、
遊
び
の
喜
び

や
異
年
齢
と
触
れ
合
う
楽
し

さ
な
ど
、
子
ど
も
達
と
一
緒

に
、
遊
び
を
分
か
ち
合
う
役

割
を
持
っ

た
川
口
市
認
定
の

人
達
。

初
日
の
６
月
９
日
は
、
飛

行
機
飛
ば
し
・
コ
マ
回
し
・

ベ
イ
ゴ
マ
・
皿
回
し
・
竹
ぽ

っ

く
り
、
ハ
ッ

ポ
ー
ス
チ
ロ

ー
ル
の
ラ
ケ
ッ

ト
と
ネ
ッ

ト

で
の
卓
球
等
で
遊
ん
だ
。

雨
の
日
は
読
み
聞
か
せ
・

腹
話
術
・
紙
芝
居
な
ど
室
内

遊
び
を
行
う
。

連
絡
先
０
４
８（

２
９
６）

１
３
４
８
倉
持
さ
ん
。

☆
編
集
部
か
ら
お
詫
び
、
写

真
を
誤
っ

て
削
除
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

地
域
で

子
育
て
支
援

新
郷
東
小
学
校

彼
岸
花
の

球
根
植
え

写真左から、石井さん、金刺さん、岡戸さん、横山さん、
北村さん。


